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はじめに
この研究は、本校化学研究会における
“基礎トレーニング”というものをオンライン化
しようと試みているものである。
基礎トレーニングは指導員の方が十数年続けてい
る、化学の基礎を部活に入ったばかりの中学一年
の人たちに伝え、これからの研究に生かしてもら
うというものである。
このトレーニングの資料や質問、一問一答などは
すべて今までアナログで行われており、質問の保
存、資料をなくした際の再ダウンロードなどがで
きていなかった。
本研究ではそういった問題を解決するため、部活
動のウェブサイトを作成し、問題を解消すること
を目的として研究を行う。

システム作成
システムでは、ChatGPT及び
Replitを用いてウェブサイトを制作した。
基本的には、ReplitのAIによって生成したウェブサ
イトにChatGPTと協力しながら、独自の工夫をして
いくという形で作業を進めた。

課程1.プリントをオンライン化、掲載する

今までは、以下の画像のようなプリントを毎回
新入生に対して配布し、再配布は行っていな
かった。
しかし、これだと疑問が生じた際、プリントを
なくしてしまっては振り返ることができないた
め、まずはこれをオンライン化、および書式を
簡素化した。
ChatGPT-5によってプリンターで読み込んだ画像
を取り込み、PDF化と同時に昔の言葉になってい
てわかりにくい表現などを修正した。

課程2.質問をまとめる
現段階では双方向のシステムを作成する技量が自
分にはなかったため、今回はMicrosoft Formsのリ
ンクを埋め込むことで代替した。
現段階では新入生を対象としているためデータが
ないため、昨年紙ベースで指導員の先生がまとめ
ていたものを活用して今年は研究を進めた。
手動で質問を大ジャンル、小ジャンルに分け、そ
れをフィルターでアクセスできるようにした。
手動で分ける際はExcelを使用した。

図1.修正後のプリントデータ

図2.昨年度の一年から出た質問と回答

これからの展望
1.質問の仕分けの自動化
せっかくAIを使っていて、開発環境がある程度整って
いるので、送られてきた質問を自動的に仕分けるシス
テム、そしてそれをジャンル別に評価するシステムを
作成したいと考えている。

2.そのほかのツールの活用
現在ChatGPTとreplitの二つしか活用できていないため、
さらにもう一つから二つほどAI、またはウェブサイト
構築とデザイン制作をできるツールを取り入れ、より
利便性の高いものへとしていきたい。

3.双方向ウェブサイトの構築のためのサーバー確保
昨年までの先行研究を見ていると、やはり双方向にし
てサーバー上で公開するなどして、実際に使っても
らったかたからの意見をとっていることが多い。
そのため、この研究においては、R8年度新入生を利
用してデータをとることで、さらに研究を充実したも
のにしていきたいと考えている。

謝辞/参考文献
この研究を進めるにあたって全面的にご協力くださっ
ている指導員の先生方、授業で指導をしてくださって
いる先生、またすべての研究に携わっている方に感謝
いたします。


	スライド 1

